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1978年 1月14日伊豆大島近海の地震調査報告ヂ

気象庁地震課・石廊崎測候所・大島測候所料

~ 1.概 要

1978 (昭和53)年 1月14日12時24分ころ，中部地方お

よo、関東地方の全般と近畿"中国，東北各地方，四国お

よび北海道の一部で地震を感じた.この地震の震源地は

伊豆夫島近海で，査国気象官署の観測結果から決定した

震源要素および規模 (M)，は次のとおり'である.

Origin time : 14日12時24分38.6秒:t0.1秒(J.S.T.)

震 央:北緯 34
0
46':tl' 

東経139
0
15':t1'

震源の深さ :Okm 

M .:7.0 

また，P波初動分布か色決定したこの地震のメカニ文

ムは.，

傾斜方向 傾斜角

節面A N94
0W、 80

0 

節面B N OoW 70。

方向 軸の傾き

圧力軸 N.48
0W 69。

張力軸 N316
0
W 83

0 

である.

ζの地震発生前日の 1月13日から，大島近海に顕著な

i前震活動があったまた，余震は大島の西岸から伊豆半

島の河津町を経て同半島中部に発生lしているが，最大余

震は15日07時31分46.9秒:t0.1秒，伊豆半島中部の北緯

/¥ 

550.34 

本震発生 7分後の12時31分に，気象庁は津波注意報を

7区8区に出したが，大島の岡田港で， 12時30分ころに、

引き波で始まる第 1波が，また12時40分ころ、には波高

70cmの最大波が観測された. このほか伊東，南伊豆，

布良などでも軽微な津波を観測、している.

この地震により伊豆半島東岸の静岡県賀茂郡河津町・

東伊豆町・田方郡天城湯ケ島を中心に死者23人，行方不

明3人，負傷者139λ，建物全壊89棟，、半壊 514棟 (1， 

d 月 21日9時現在，静岡県警察本部調べ)， 'その他道路の

破損，山崩れなどかなりの被害が発生した. このほか，

天城湯ケ島では鉱さいの堆積場が崩壊し，シアン化合物

が流出し，河川・海を汚染した.

しかし，震央に近い大島ではブロック塀の倒壊などの

軽微の被害が発生したに過ぎなhった.

冬期の，、しかも昼食時という時聞にもかかわらず，本

地震に伴なって発生した火災民 1件に過ぎなかったこと

は，不幸中の幸である.これは，本震発生前にかなりの

前震活動があったことや， 1974年の伊豆半島沖地震や

1976年の河津地震などの経験から，住民の防災意識が高

くなっていたことに起因するものであり，防災知識の徹

底が如何に大切であるかを示唆するものである.

1月14日8時12分ころから，大島で有感地震が群発し

はじめたため，気象庁は「今回の群発地震は規模がやや

大きく，昭和39年12月以来のもので，その時は小被害が

ありました.今回の地震も多少の被害を伴うおそれもあ

'34
0
50' :t1'，東経 138053'土O'(震源の深さ 20km，M=  りますので，一応御注意下さい」との群発地震に関するに

5.8)に発生命し七いる.余震域の面積は 7..6x 102km2で，情報を発表した.

宇津，関の式から予想、される値 13.8 x 102km2に比べる

と約 112.である.一方，余震活動は順調は減衰している.

* Seismblogical Division; JMA， Irozaki Weather StatioJi， 
and Oshima Weather Station: Report on.the Earthquake 
of January' 14， 1978， Near Izu-Oshima. 
ReceivedAug. 22γ1978. 

** 市川政治編集

地震予知連絡会関東部会は 1月15日K臨時に会合し，こ

「地震は半月くらいは頻発し，最大マグニチュードは6

くらいと考えられるので弓|続いて注意するよう上との主

旨の発表を、行なった.とのなかのマグニチュード 6がi

震度 6と誤り伝えられ，静岡県下の一部で社会的混乱が

起り問題となった.このことは，前記の防災知識の徹底

のほか，地震に関する正しい知識の普及もまた欠くべが
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22 験震時報第 43巻第 1--2号

らざるものであることを示唆する.

S 2. 観測資料および諸調査*

2. 1 震度分布

本震の有感地域は， Fig.1に示すよ 4うに中部地方司およ

び関東地方の全般と近畿，中国東北各地方，四国および北

海道の一部に及んだ.各地の震度は次のとおりである.

Tab. 1. 本震の各地の震度

震度| 観測点地名

5 |大島，横浜

4 I新島，網代，石廊崎，三島，館山，静岡，東

|;京，熊谷

3 I三宅島，河口湖，御前崎，甲府，千葉，勝浦，

飯田，軽井沢，諏訪，柿岡，松本，名古屋，岐

阜，津，彦根

2 I秩父，浜松，前橋，伊良湖J銚子， 日光，宇都

宮，水戸，長野， 小名浜， 四日市， 奈良，福

井j敦賀，大阪，福島，豊岡

1 I八丈島，白河， 高山， 神戸， 舞鶴， 酒田， 西

|郷，松山，帯広

x 1京都，岡山

Fig. 1. 本震の震度分布

2.2 震源要素

気象庁の地震観測官署における観測結果を Appendix

* 内池浩生，佐藤馨，山本雅博，神林幸夫，市川政治調査

1 (付表 1)に掲載し元.同資料により気象庁が求めた

震源、要素および M は次のとおりである.

OT :.14日12時24分38.6秒速O.1秒 (].S.T..) 

({J 34046'土01'N¥  

え :139015'::t01' E 

h : 00 km 

M : 7.0 

Appendix 2 (付表 2)には 1月13日から 3月末日

までに，同地域に震源、の求められた地震の震源、要素を示

した.表中，各行の末尾に rvJ記号の付いたものは，

一般調査観測網による資料のみでは震源要素を計算する

に必要なデータ数に充たないため，伊東市鎌田に設置し

である高感度地震計記録(全期間〉と，伊豆大島に設置

しである火山観測用磁気テープ記録 (A・B'C点〉を

再生し験測した資料(1月13日'"'"'1月18日18時30分〉を

併用して，震源、要素の計算を行なって得られた結果であ

ることを示す.

この付表 2 に示した地震の震央分布を F~g. 2に示し

た. この図から，先の1974年伊豆半島沖地震に伴った天

城山付近の余震域は，今回の余震では空白域になってい

ることがわかる.

2.3 前震活動、

付表 2によれば，前震はすべて大島近海に発生した.

大島測候所における有感地震回数はこの期間 51回に達

し， 14日には， 09時36分，同45分，同 47分および同 55

分に，震度 4を観測した.震度3と震度 2は共に 9回で

あった.

前震の中で最大規模のものは，M=4.9で， 09時45分

と同47分の 2回発生した.

Fig.3に前震の震央分布を示した.

2.4 余震活動

付表2から本震後14日12時 59分までの震央を Fig.4 

に示Lた. Fig.5には，その後の14日中の震央を，また

Fig.6には 15日， Fig.7に口:1月16日カ〉ら 3月31日ま

35
0
00'N 

。
。00 。

34・4ぴ

Fig. 2. 前震・本震・余震の震央分布図

- 22-



1978年 1月14日伊豆大島近海地震- ι地震課・石廊崎測候所戸大島測候所 2~1 

35
0

00' 

50' 

.~ g (!-.¥! 
・・'"屯平L・ t 

.!.oe豆諸.l・〆 1
二o"-.J ~ 40・

50・ 139"00' 10・ 20' 30・
d ， ~ho"r明、 do ， h• .. 13"17"3g"ー 13"24"00

o --14 08 07 -14 09 59 
・.~14 10ョ00 -14 12 23 

Fig. 3. 前震の震央分布図

での震央の分布をそれぞれ示した.

最大余震の規模の目安として次の式

Mo-M1=4. 9-0.47 Mo (宇津〉

から求めると M1=5.4主なるが， 観測された余震の

うち最大のものは 1月15日07時31分ころに発生し，そ

の震源要素は，次のとおりである.

QT: 15日07時31分46.9秒:t0.1秒(J，S.T.)

タ 34
0
50':t01'N 

A. .: 138053'土00'E 

h : 20 km 

M : 5.8 

35
0

00・ またj余震の M と発生回数の積算頻度分布を Fig.8

-g。
。--仏14d山

Fig. .4. 本震発生直後の余震震央布分図

. 首 10.‘¥。。o 0 O. 0。・ i・、
宮司 C習。.I 

• 0 0 .""0 01 

x--14d13hOOm _14d14
h
59
m 

。.・ 1415 00 -14、1859 

・--14 1900 ー 1423 59 

.'{JP ¥J 

Fig， 5， 1月U日13時から14日23時59分までの余震

の震央分布図

• ~ -1市5dOO~、om 一 1市5d02h59m
。 0300 ー 0730

-07 31 ~ 23 59 

. ，.-、吋t • 
CI( .¥  .5su 

Fig. 6， 1月15日00時から15日23時59分までの余震

の震央分布図

に示した. この分布から求めた b値はU67で， これは

従来の平均的な値に比べ，多少小さいようである.

Fig.9は，一般調査観測網による資料，鎌田の資料と

火山観測用磁気テープによる資料を併合して地震を数

VA。

d̂ ĥ̂ m̂ ，，.d，，.，h xー 16"00"00 ー 16U23"59
0ー 1700 00 -~ 20 23 59 

ĉ ĥ ・--21 00 00 - MAR. 31'"'23' '59 

. 

Fig， 7. 1月16日00時から 3月31日23時59分までの

余震の震央分布図

N 

100 

50 

10 

5 

2 3 4 5 6-M 

Fig. 8. 余震の規模一積算度数分布
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24 験震時報 s 第 43巻第 1---2号

N 

0.1 0.5 1.0 2.0 5.0 Day 

Fig. 9. 余震の平均回数の減衰

〆

ふ O.1日あた，りの平均余震回数を求め， 4日間 04日12

時25分-17日12時24分〉だけプロットしたものである.

この図から余震回数減衰に関する大森の式中のPの値を

求めると， 1. 25となる

大島西方沖から河津町を経て伊豆半島に至る地域に 3

月末日までに発生した地震を，余震と考えてその面積を

求めると 7.6x 102km2となる. 一方，、余震面積Aと本

震の Moとの関係を示す宇津，関の統計式

log A=1. 02Mo-4. 0 

から，Mo=7.0として A を求めると 13.8 x 102km~ 

となり，上記の面積の約2倍になる.

後述の発震機構の地域差や，一余震の分布の形状から，

伊豆半島中音防〉ら河津町に至る地域に発生した地震は，

あるいは，大島近海に発生した地震と別系統のもので，

たまたま，両者が同時k発生したようにも考えられる.

も‘しそうだとすると，伊豆半島中部から河津町に至る地

域の面積は1.9x 102km2，また，大島近海の余震域の面 9

積ほ 3.7x 102kmである.これらに対応する Muを前記

の宇津与の式から求めると，それぞれ 6.1.および6.4と

なる.

2.5 大島における有感地震回数

1月13日から同月末、日までの大島測候所での震度別有'

感地震回数を Fig.lOに示す.特に14日については，前

震によるもの L図中のF)と余震によるもの(図中のA)

とを分離しである、. この図および Fig.9に示した O.1日

、あたりの平均余震回数の減衰状況から，余震活動は順調

* 25ページの右下Tに続く

に減衰していると言えよう.

2.6 発震機構

2.6.1 本震のメカニズム

本震のP波初動の押し引きは，全国的に観測されてい

る. これに基づ、いで電手計算機により解析した結果，次

ページに示す解が得られた (Fig. 11). .ただし，本震の

走時曲線から， モホ層への臨界入射角を 50.70，転向円

の半径を 150km-とした.これらの値は，余震のメカニ

ズム解析の際にも使用した*

100 

50 

25 30 

Fig. 10. 大島における 1月中の日別有感回数(図

中め棒中の白，斜線等は下からそれぞれ震

度1， 2，3，' 4， 5の回数を示す〉

Fig. 11. 本震の P波初動分布主節線
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1978年 1月14日伊豆大島近海地震一一地震課・石廊崎測候所・大島測候所 25 

Tab. 2. 前震，余震のメカニズム

|節而 A 節面 B 圧力軸 ー張力軸'
発 震' 時

東経 北緯 深さ 傾斜方向傾斜角 傾斜方向傾斜角 方位 傾き 方位 傾き、

1月旧 09時紛 1，139
0
17'山 00川N'2州 49

0
N289

0
W 79

0 N 750W 71。 N330
0
W 53

0 

14.， 09 45 I 139 16 34 44 00 I ' 110 '60 337 40 62 27 310 79 

14 13 42 138 53 ' 34 49 00 140 

15 03 46 138 51 34 4900 140、

15 04 19 138 50 34 50 10 70 

15 07 31 138 5334 50 -20 60 

15 10 27 139 00 34 47 00 160 

16 14 28 138 52 34 50 00 150 

19 17 14 139 17 34 44 00 109 

Fig. 12. 最大余震 (1月15日07時31分)ーの P波;初

動分布、と節線

35
0
00' ， 

ミむ
50' 

40' 

30 
50・，139"00・ 10・ι2O・

~ Fig. -13. 主な前震，余震および本震の圧力軸の分

布

70 

90 

90 

90 

50 

90 

69 

234 80 188 69" 96 83 

230 80 185 83 275 83 

160 80 205，、 83 115 83 

330 80 15 83 284 83 

259 80 218 55 113 71 

240、 5Q 187 63 .292 63 

352 40 67 37 314 73 

1926-74 

Fig. 14. 1926-1974年の地震の圧力軸の分布

Fig. 15'. 発震機構の時間的変~動・地域差調査のた

めの地域区分

十 傾斜方向

節面A 、 N940W 

節面B N OOW 

傾斜角

80
0 

70
0 

方位 ー軸の傾き

/圧力軸 N 480W ' 69。

張方軸 N3160W 83
0 

これら節面のうち，節面Bを断層面とするならば，こ

の走向は，伊豆半島東岸稲取付近に発生したといわれる

- 25-



第 1--2号

波初動の押しヲ|き分布と節線を Fig.12に示す.また本

震も含めた10個の地震について，圧力軸の方向の分布図

を Fig.13に示す.この図から，大島近海に発生じた地

震と，伊豆半島に発生した地震のメカニズムには，明瞭

に差異のあることがわかる.

2.6.3 過去の地震のメカニズムおよびメカニズムの

時間的変化

第 43巻

右横ずれ断層とほぼ一致する.また，、本震直後余震分布

の傾向 (Fig.4) ともほぼ一致する、

2.6.2 前震・余震のメカニズム

本震以外の地震についても同様にP波初動分布から個

々にメカニズムを解析し 9個の地震について解が求め

られた (Tab.2). 

Tab.2中， 最大余震である15日07時31分の地震の P

幸R時震験26 

;ぷ語
ょ語控室戸

轟
Y主主1
?泣品

地域 3CR 3)，期間は(2)

と問、じ(P2) 

(7) 地域 2(R 2)，期間は(1)

と同じ(P1) 

古代一一一一一議船

酔

山

側一川川一

~
童
書
、世耕i

宵c

(4) 地域 1(R 1 )，期間1968年

1月--1977年12月 (P1 ) 

¥，ノーif
k
 

期間は(3)地域 3(R 3)， 

と同じ(P3) 

(8) 地域 2(R 2)，期間は(3) 

と同じ(P3) 
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地域 1(R1)，期間1978年

1月14日12時25分--1月31

日 (p3) 

(3 ) 

各地域・各期間の平均メカニズム図

戸
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Fig. 16. 



1978年 1月14日伊豆大島近海地震→一地震課・石廊崎測候所・大島測候所 27 

Fig.14は1926年から1974年までに伊豆半島南部およ

び大島近海に発生した地震のうち，メカニズムの決定出

来た地震の圧力軸の方向の分布図である. これと今回の

結果とは，良い調和を示していることがわかる.すなわ

ち，両者とも，伊豆半島内に発生したものι，大島近海

に発生したものとの間には，明瞭な地域差が存在する

が，各区域内の圧力の方向はほぼ同じである

各地区の地震のメカニズムの地域性ばかりでなく，時

間的変化の有無を確めるため，今回の余震域を， Fig.15 

1こ示す 3区域に分け， また， 期間を1968年---1977年，

1978年 1月 1日---14日12時23分， 14日12時24分---31日ま

での 3時期に分け，それぞれの区域・時期に発生した地

震に対する各地のP波の押し引きを重合せて，平均的メ

カニズム図を作った (Fig.16). ただし， 第2の区域で

は1978年 1月 1日'"""'14日12時23分には，震源の決まった

地震は無かった.

圏中の縦および横の線のヲ|いである部分は，それぞれ

P波の引き (D)，および押し (C)が卓越しており，か

つ，そのなかのどこかに圧力および張力の軸が存在する

ことを示す.たとえば，区域 1・期間 1では引き波を観

測した観測点が，震央から北~北西又は南~南東の方向

に多数存在し，また，震央から北~北東と西~南西の方

向に存在する観測点、:では，P波は押し波で始まつでいる

ものと推定される. 乙のことは P波節線が， ほぼ北一

南，東一西に走り， したがって圧力軸は北西一南東，張力

軸は北東ー南西に存在することを示唆している.

以上のことを念頭に置いて各図を見るとき，次のこと

がわかる. 、 / 

i )前述のように，大島近海(区域 1) と伊豆半島東

岸沖(区域 2)・伊豆半島中部(区域 3)の地震は， 全

期間を通じて小さな地震も含め，メカニズムが多少異な

る.

ii)，区域 2，3では，地震のメカニズムの時間的変動

は，ほとんど認められない.

iii)区域 1では，地震のメカニズムに多少の変動があ

ったらしい.すなわち， .1968年---1977年までの平均メカ

二ズム図は， 圧力軸が北西ー南東でほぼ水平， 張力軸は

圧力軸にほぼ直交し，かつ水平で節面はいずれも地表に

直交する，いわゆる四象限型を示唆している. じかし，

今回の地震活動では，前震，余震も含め，圧力軸の状態

は1968年---1977年のそれと同じであるのに対し，張力軸

の位置は1968年---1977年の場合とは違っているらしい

(特に第3期の平均メカニズム図は，張力軸がほぼ垂直

に近いようなパターンをしている).

j疋来，余震のメカニズムは本震のそれと殆んど同じで

あると言われているが，少なくとも大島近海に発生した

多えの余震に関する限り，両者のメカニズムは，多少異

なるようである.参考までに本震に対する平均メカニズ

，ム図も Fig16 (9)に示しであるが，上記のことは，こ

の図からも明らかである.

~ 3. 過去の地震

伊豆半島から大島を経て三宅島に至る地域は，地震の

群発する地帯である.まだ，伊豆半島での地震活動は，

Zの数年:比較的活発であった.

Fig. 17は1926年から1977年までの52年間に， Fig. 2 

に示した余震域とほぼ同じ区域に発生し，震源の決まっ

た地震の震央分布図である.最近の地震検知力は，過去

のそれに比べて格段に向上していることを考慮しなけれ

ばいけないが，伊豆半島中部と河津町付近に，それまで

の空白を埋めるように余震が発生している様子が，両図

の比較からわかる.

35・w

34040' 

1926，-.，1977年までの震央分布図

N 

100 

50 

10 

5 

4 5 6 7 M 

Fig. .18. 今回の地震活動(・)， 1926---1977までの

地震 (0)および1926---1978年 3月までの地

震のM---積算度数分布
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Tab. 3. 被害を伴った過去の地震

|震 央|マグニ i
震央地名

|北緯卜東一経!チュートー|
百己 事

1 I 84J. IV~V .c承知 8.IV)

I 2 I 1905..VI， (明治 38)

3 I 1920.姐， 27" (犬正 9)

4 I 1923. IX， 10 (大正 12)

51 、1923.IX，. 26 (大正 12)

6 1 1930. m， 22 (昭和 5)

7 I 1930.刃， 26 (昭和 5)

8 1 '1934.皿" 21 (昭和 9)

9 I 1936. Xll， 27 (昭和 11)

10 1 1961 vn， 22 (昭和36)

11 1 1964Xll， 9 (昭和39)

12 I、 1974.V， 9 (昭和 49)

13 I 1976.咽， 18 (昭和 51) I河

伊立

伊 豆 大 島

箱根山

伊、豆、大島

伊豆大島

伊，東

静岡県東部

伊豆半島

伊亘半島沖

35.10 

34.8 

35.2 

34.8 

34.8 

34.8 

35. 1 

34.8 

34.5 

大 島 近 海 ト 34.9 

大島近海.34.6 

伊豆半島沖 34.6

津 34.8 

138.90 

139.2 

139.0 

139.4 

139.4 

139..1 

139.0 ' 

138.9 

139.2 

139.3 

139.3 

138.8. 

139.0 

7.0 I家屋埋没死傷あJり(北伊豆か〉

7.0 I家屋に多少の被害あり 5日頃

より前震多し，余震は前震にー比

して少なく，主なものは 7日中

に終った.

5.7 Iがけ崩れ.

6.3.1南伊豆で道路の損壊等の被害.

7.，3、l'大島東岸で瓦の落で程度の小被
、主主

仁コ・

5.8 I伊東群発地震の中で最大.小被

害あり

7.'0 I (北伊豆地震)

死 者 272

負傷者 572 

全壊家屋 2， 165 

半壊家屋 5， 516 

焼失家屋 75 

断層，山崩れ隆起，沈下あり.

f前震 2，358

余震. 1，597 

5.5 1 がげ崩、れあり

6.3 I (新島地震〉

新島，式根島に被害多く，

死 者 3 

負傷者 70 

全壊家屋 35 

半壊家屋 473 

著しいがけ崩れが随所に発生:

前震あり.

4.6 '1がけ崩れ 3 

5.8 I道路損壊・ 1 

がけ崩れ、 5 

その他式根島で被害あり，

6.9 I (伊豆半島沖地震)

死者 30 

行方不明。 8

負傷者 102 

全壊家屋ー 134 

半壊家屋 278 

道路損壊 ψ 86 

がけ崩れ

5.4 I家屋半壊

道路損壊

101 

3 

2 

~ 28 
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Fig.1Sは1926年--1977年までの地震， 今回の地震活

動および両者を合わせたものに対する地震規模 (M)ー積

算度数分布図である 41/;~玉M三五 51 / 2 の範囲では， • 1926 

年--1977年の場合も，今回の地震活動の場合もほぼ同じ

傾向にあり ，b値は約 O.7と一般の値より， やや小さ

い.両者を合わせた場合屯，当然，前二者と同じ傾向を

示Jしている.

今回の地震活動を含めた度数分布図で， 51/2<M~61/2 

、の範囲の度数が，図中にヲ|いた回帰直線から予想される

度数に比べて少ないことは， 余震域の面積が本震の M

に比べて狭すぎるという前述の結果や Fig.2や Fig.'17' 

に示した前震・余震の震央分布図や過去の地震の震央分

布を重合せても，まだ，空白的な所が存在することなど

とともに何かを示唆しているようにも考えられ，、興味あ

るところである.

Tab. 3*は伊豆半島と大島近海に発生し，被害を伴な

った地震の表である.

~ 4. 現地踏査

1月14日12時24分め地震で，震央からはるかに離れた

伊豆半島中部の静岡県賀茂郡河津町・東伊豆町・田方郡

天城湯ゲ島町で，山崩れや崖崩れに起因する，人的，・物

的な被害が発生ιた.一方，大島島内では，壁や道路に

き裂が生じた程度の被害しか発生していない.

伊豆半島内における現地踏査は山崩れなどのため道

路が随所で不通となっていたので，下回市，河津町，東

伊豆町および南伊豆町に限られーた.

r大島測侯所は，現地踏査のほかにアンケートによる震

度，その他の調査を行なっている.

次にこれらの踏査および調査結果を述べる.

4.1 伊豆半島中部材

河津町梨本(1)*料・川村'((2)地区 (Photos.1-6) 

この地区は天城山麓の傾斜部にあるため，山崩れ，崖

崩れ，落石などのため，全壊家屋12棟，半壊63棟の被害

が発生した. 又'.県道修善寺ー下回線は十数か所セ崩壊

したほか'.山崩れ，き裂のため舗装道路はデコボコとな

っていだ.約 850m3 の崩土のためパスは埋没し， 3名'

死亡したほか，落石のため 1名死亡し 1名が重傷を負

った.

河津町湯ケ野町 (3).・上佐ケ野町(4)・下佐ケ野町

* 大島測候所調査

** 石廊崎測候所ー小林達雄，ι 調査月日調査地域，'1月 14日

南伊豆， .下回市，河津町， 1月15日，河津町月 16日

河津町，東伊豆町

*** Fig. 19中の数字と対応する

ぐ5)(Photos. 7-8) 

家屋の半壊 6棟，ーム部破損 152棟，各所で石垣崩壊，

水道は破損し断水，電線も切断され停電ー

河津町筏場 (6)・峰 (7)地区 (Photos.9-10) 

家屋の半壊 2棟，一部破損 149棟'.，屋根瓦は例外なく

ず、れ又は落下，各所で、道路上に小き裂入る.傾斜地帯の

石垣は崩壊j 路肩の崩壊して;いる所あり.

河津町谷津 (8)浜 (9)地区

家屋の半壊 2棟だけ，伊豆急行電鉄河津駅付近の城山ベ

トンネル入口〆に高さ約 6m，横幅 12mで重ざ約 300'ト

ンの大石が落下したため電車不通となり，復旧にかなり

の日数を要した.

河津町貝高入谷(10)

標高400m、の吉山中腹のみかん畑，杉林が幅 200m，

長さ 400mにわたって崩壊し，約 17.5m3の土石が山津

波となって家屋を埋没させ 7名が死亡じた.

下田市 t

市内では被害見られず.市郊外で一部， 屋根瓦がず

れ，座りの悪い食器棚などが転倒するなどの小被害が発

河津町

0 ・1

一段針型民

⑮死者町民輔

、 xxx遁l!3-"，RJI

宍=割t剖1t

・・ ;t.る

. 観 倒 的 情 に 砂 州

γ恥 II(}.'.碑の主転倒ち

曲l"~体i幸

J 
5 1<. 

Fig. 19.，河津町・下田市・東伊豆町における被害

分布図

，-29-
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生しただけで，家屋の被害は無かった.

河津町へ抜ける県道修善寺線の山間部では，石垣の崩

壊，道路面のき裂，屋根瓦の落下，路肩の崩壊などの被

害が随所に発生していた. このほか山上からの大石の落

下による被害も見られた.

盛土を舗装した道路は，最も被害を受けていた. これ

は今回の地震により被害を受けた道路の共通点で、ある.

また，土砂崩れ防止のための吹付けや防護さくがあって

もそれより上部の高い所が崩れ，役に立っていない箇

所が多数あった.

南伊豆町・石廊崎測侯所付近

屋根瓦のずれ，小規模な土砂崩れのほか，軽傷書 1名

が出ただけであった.

上部各地の被害状況をまとめて Fig.19に示す. ま

た，静岡県下の被害の状況を Tab.4に示す.

Tab.4. 静岡県下における被害(静岡県警察本部調査，昭和53年 1月21日9時現在〉

1 被-よ害ー種目!¥¥署¥5Ji} 
下 大 イ弄 安丸 松

計
、田 東 1m ム」 自奇

、的入
D 23 

行方不明 ρ 2 
被量三

負 傷者 I // 2 2 139 

全 1 6 89 

建
半 3 35 514 

物

被一部破損 I //" I 2， 846 I 
/ 
200 576 3， 740 

害非住家被害 I . // 1 
2 133 

火災|ヶ 1 1 

道路損壊 | 個所| 36 4 47 -543 

山がけくずれ l'// I 19 2 114 224 

鉄軌道被害 I1/ I 23 

通信施設被害|回線 l 30 70 430 

ガ ス 流出 i箇所| 3 3 

石垣破壊 I// I '1 1 

{亭 電|世帯|
， 

1， 503 

水道断水 I1/ I 61 80 6， 891 

水道破損|個所| 80 

ガ ス停止|世帯| 4， 800 

車車両 破壊|個数| 2 5 26 38 

港湾 設備破損 I//' I 7 

校 舎 き 裂 I// I 2 2 

擢 グ〈ぐ立〈 世 帯 4 41 603 

擢災 者 概 13 16 121 2，382 

一 30-
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風
早

千
波
崎

4 、 5km 

Fig. 20. 大島における地割れ(x)・崖崩れ(万7)の

分布図

31 

4.2 大島*

4.2.1 被害

大島は，地震の規模や震源に近かった割には軽微な被

害ですんだ. このような現象は，過去にもある.

被害の殆んどが元町地区に集中している.被害として

は，鉄筋がほとんど入っていないか，入.っていても著し

く腐蝕していたもの，あるいはセメントが十分に密着し

ていないような不完全なフマロッグ塀が倒壊したり，傾斜

地上に高さ数メートルにも盛土して造成した地盤に大き

なき裂や落差，陥没が生ずる (Photo.11)と言った人災

的なものが多かった. このほかの被害として，屋根瓦の

ずれ，はめ殺しのサッシ窓のガラスのヒピ破れや，浴室

洗場に入ーったき裂などいずれも軽微なものである.

島内に発生した地割れや産崩れの分布を Fig.20に示

'す.

島内における被害の状況を Tab:5に示す.

4.2.2 震度分布

地震後，アンケート用紙 120枚を島内に配布し，震度

'その他の調査を行なった (93通の回答が寄せられた).

これに基づく島内の震度分布を Fig.21に示す. この図

からわかるように，島の北西部で震動が強く，南東部の

波浮港で最も弱かった.前震でも同様な傾向があった.

島の北端の風早崎にある航路標識事務所では震度 6で

あったが， これは同所が高さ 115mの断崖で，海に入る

岬の先端にあるという地形の影響で，他の所より震度が

、大きくなったものと思われる.

Tab. 5. 大島における被害(大島警察署調査昭和53年 1月15日現在〉

人¥ 町地区) 大 ¥ 島 町 三口』

木地差
野 プロ 北 同 泉

の
原山t首 町 山 田 津 計

家 全 o l' 0 1 O 

半 壊 1 // O 

一部破損 1 // 1 ，.1 44.1 50 

j呈
非 住 家 1 // 3 

道 路 損 O 1 O 5 

1う2〆 ft 崩 5 16 

上水道管故障| 1 O 22 

* 大島測候所 田沢堅太郎，稲葉利明，白井一男，塚田 隠
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Fig. 21. 大島における震度分布図(アンケート調

査による〉

4.2.3 墓石の転倒・ずれ

1月14日9時36分に震度 4の地震を感じたのに続し、て

同45分， 47分， 55分にも同じく震度 4の地震を感じた. こ

れらの地震によって，元町墓地で墓石の転倒やずれを生e

じたことがわかったので，直ちに調査を始めた (Photo.，

12). その後， ' 12時24分に震度 5の本震を感じたが，目

撃レた限りでは，墓石は前震によってすでに倒れたりず

れたりしていて，本震によって倒れ又はずれたものはな

かった.元町以外の墓地でも同様であろうと思われる.

したがって，墓石による調査結果は，前震によって生じ

‘たもので，本震による値は，前震による値を上回らない

ものと思われる.

各墓地での調査結果を Tab.-6に示す.この表に示し

た最大加速度 (α〉は，下式から求めた値で、ある.

b 
α ミ~---;-g . 

日一

ことに bは物体の倒れた方向に平行な底辺の長さの半

分，hは底辺から倒れた部分の重心まで、の高さ，また，

g，は重!力の加速度で、ある.

な:s表中の最大水平加速度は，b， h等がら求めた結果

のうちの最大値である.

Tab. 6. 大島における墓石の変位・転倒と最大

水平加速度

|元町墓地l主の品野増墓地|岡田墓地

|465 *1 81 - ~6? I 133 

l 3 0 0 | 3 9 1 1 8 i 2 3  
(64.5%)1 (48.1%)1 00.8%)1 07.'3%) 

調査地

調査個数

変位総数、

N 16 

NE 一 r、 一

E 2 

恒リ SE 1 1 

S '6 一
方 SW  1 1 

w 2 2 
向 NW  3 

|27l512l  十 é5~8%)1 (6.2%)1 0.2%)1 (0.8%) 

398 428 280 264 

5 1 
，~一

置す|25i251 11i (5.4yち)1(30.9%)1 (6.6%う (3.0%)

伊す|242i 91  11  17 
(52.0%)1 (11.1%)1 (0.6%)1 02.8%) 

*・元町墓地で，転倒した墓石のうち 5個は， 形態

、上，最大水平加速の測定に不適当であった.

料 回転方向は上から見た状態である.

4.2.4 t也鳴り

前震・本震。・余震に伴なって，島の北西部で地鳴りが'

多く聞こえた.地鳴りの種類をズシン， ドン， ゴーィそ

の他に分けると，地鳴りを聞いた72人のうちの半数以上

の40人がゴーである.また聞えた方向は北西~南西で、あ

るが，西の方で鳴ったと言う人が多かった.

4.2.5 海震 1 

東海汽船 KKのはまゅう丸船長渡辺常夫氏によると，
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Tab.7. 津波記録の読み取り結果

布

伊 2814  1戸川-7 

判14'112 40 1 '-12 

備考

10 ，170 1 4 1気象庁 ldd刈許:p
i2i i8lJ  ldFE13〉l

31 8 1 3 1日理院1G 5，! '1盟耕
18 116 1 5 1:上問jdι

大島から伊東港に向かう途中， 12時24分ころ，大島乳が にそれらの値を示す.

崎の北西約 10kmの海上 (34050'N， 139016' E) ~で， このほか静岡県清水港では12i時51分頃から，また八丈

船体がヲき上げられて NWの方向にのめるような衝撃 '島では12時55分頃から津波によるものと思われる微弱な

を，約20秒間にわたって感じたとのことである. しか、 海面変化を観測している.

し，音響も感ぜ、られずまた，海面の異常も認められな

かった由である.

4.2.6 動物の異常行動

本震発生め 1---数日前から，次のような鳥獣類の異常

行動のあったことがi ア yケートからわかった.

イ)数日前から，小学校で飼っているキジが異常な戸

で鳴いたり，あばれたりしていた(元町小学校y
ロ)11---13日ころ， リスが狂暴化して家屋の雨戸や戸

袋をかじり，‘なかで巣作.りをしていた.雀が集団で地面

の隅に集っていた.また，飼犬が落付・かず，食事を取ら

ながった(出払 417).

ハ)飼っているリスが， 13日の晩，騒いで眠ろうとし

なかった C不重・泉津保育園L

~ 5. 津波*

この地震によりl津波が発生したが，波J原に近い大島岡

田港でも最大波高(最大全振幅)は 70Crri程度で‘ト津波

による被害はなかった.

Fig.22に津波を観測した検潮所の位置を示し，、 Fig.

23犯津波記録を示す.

今回、の津波は規模が小さかったので， 津波の第1i皮

(初動)と最大波高(最大全振幅〉のみ読取り， Tab. 7 

*栗原隆治・星啓介・

料 栗 原隆治 J・星啓介

~. 6. 地震記録料

1倍強震計と59型及び61型直視式電磁地震計の記録を

Fig.24・1---3に掲載する.

各地震計の定数は次のとおりである.

( 1) " 1倍強震計ーペ
[水平 6秒

倍率 1倍，固有周期1
l一七下 5秒

制振度 8 

(2) " 59型直視式電磁地震計-

倍率 100倍，固有周期、5秒

減衰定数 O. 5 

(3) 61型直視式電磁地震計

倍率 200倍(宮古のみ 100倍〉

固有周期 10秒，減衰定数 0.5 

成分名，、時刻補正値 sT特記録上に記載しである. 59 

型直視式電磁地震計と61型直視式電磁地震計の記録上の

刻時分マーグは， すべて立ち上がりの位置が 00秒であ

る.

謝辞

本報告中の検潮器記録は，国土地理院，海上保安庁水

路部および気象庁海洋気象部海洋課かbお貸りしたも『の

であるi とこに記して，深謝いたします.
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Fig. 23. 津波記録
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Photo. 1. 県道修古寺一下回線〈河津町川1:il!付近〉

路面のひび害IJれ

Photo. 2. 県道修持寺一下回線(河津町川横付近〉

をふさし、だ土砂崩れ

Photo. 3. 土砂崩れにより将棋倒しとなった母屋と

離れ(河津町川横〉

- 47-

Photo. 4. 路肩の陥没とひび書IJれ(河津町川横〉

Photo. 5. 路肩の崩壊(河津町川柑;)

Photo. 6. 墓石の転倒と台石の移動(台石は時計四

りに回転)(河津町川出〉
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Photo. 7. 石垣の崩壊と路面のき裂(河津町下佐ケ

野)

Photo. 8. 屋根瓦の落下 (河津町下佐ケ野〉

Photo. 9. フeロッグ塀の倒壊(河津町峰〉

Photo. 10. 石垣の崩壊と墓石の転倒回転(時計四〉

り)(河津町峰)

Photo. 11. 東京電力大島事務所の被害

Photo. 12. 墓石の転倒(大島元町墓地〉
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Apendix 1. 本震および最大余震の各地の地震観測結果
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Apendix ，，1. 、本震および最大余震の各地の地震観測結果(続)
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Apehdix之、前震・本震・余震の震源要素の表
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54 験震時報第 43巻第 1""':"'2号

(JSTl C Hz CLAM SS 
OATE，TIME C LOCATION ORIGIN TIME LONG. LAT. 

D H M " 
5 +I..S +/帽 +/~ KM 

J幻~. 14 12 52 F CENTRAL IZU PEN 52侮0.7 0.5 138 59 02 34 47 02 00 3.3 
12 5~ U CENTRAL lZU PEN 56 03.6 0.2 138 53 01 34 50 01 00 3.0 
12 59 F NEAR OSHIMA ，59 03.5 0.6 139 18 01 34.42 02 002.9 
12 59 FNEAR OSHIMA 59 55.1 0.2 139 08 01 34斗2oo l 000 3.5 
13 00 、 F. NEAR OSHIMA 00 20.0 0.7 l3916o 1 1 1 34 41 02 00 3.5 
1304U NEA AR OSHIMA 04 45，3 0.4 139 10 0 34 44 02 00 3，4 
l306F NE ROSH H IMA 0653.4 0.1 139 17 0 34 46 01 00 3，0 
13o 9F  N NEAROS IMA 09 51. 6 0.1 ，139 11 00 34 44 00 00 3.3 
13 30 F NEAR OSHIMA 30 27.4 0.1 139. 13 00 34 45 01 00 4.1 
13 41 F NEAR OSHl阿A 41 29.9 0，3 1391o o 1 1 34 45 01 10 3.3 
13 42 F CENTRAL IZU PEN 41 59.9 0.2 l 33 8530 34 49 01 00 5.1 
13 45 F NEAR OSHIMA 45 12.9 0.1 139 14 00 34 44 00 10 2.7 V 
1347U F CENTRAL S I 例Z、UA PE N 46 58.1 0，3 138 52 01 34 53 01 00 2.8 
13 47 F NEAR OSHI 47258 .50.5 139 11 02 3'砂 '4602 o 100 3.3 
13 50 F NEAR OSHIMA 50 28.3 0.5 139 12 02 34' 42 02 。v
-1l 353F NEAR OSH I例AA 53 34.1 0.5 139 17 02 34 49 02 。。 V 
3 54 U NEAR OSHIM 5偽 17.6 0.2 13912 01 34 47 01 102.3 

14 07 F NEAR OSHI刊A 07 16.4 0.0 139 17 00 34 43 00 。。 v 
1141120U NEE AR OSH"A 12 022.60.8 139 23 03 34 39 03 

0100 3.1 
v 

4 12 F NEAR OSHIMA 12 35，3 0.2 139 15 01 34 44 01 
14 16 F NEAR OSHIMA 16 07.，5 0.1 139 17 01 34 42 01 10 3，2 
1l 432U NEAR OSS H IMA 32 08.6 0.3 139 09 02 34 4902 10 2，4 
441F NEAR o o H II 例A 41 09.1 0.2 139 20 02 34 4!:i 02 10 2.2 
14 46 IF NEAR OSHIMA 46 20.50.1 ¥ 139 20.01 34 44 01 10 2，2 
14 52 F NEAR OSHIMA 52 56.9 0.0 139 21 00 34 50 00 00 v 
I155o 2U  FCENTRAO L I ZLJ PEN 02 14.2 0.2 138 54 01 344 4801 10 2.7 

05NN  EAR R、 SHIMA 05 23.4 0.2 139 28 01 31+ 47 01 10 3.0 
l5076 F EA OSH IMA 07 45.1 0，1 139 16 00 、34442o 0 。。 V 
15 16 F NEAR OSHIMA 1622.7 0.2 1399 2101 34 43 01 。。 V 
11 1 519F NEAR OSH IMA 19 08，0 0.2 139 13 03 34 47 03 00 V 
5 30 F NEAR OSHIMA 303 35.40.3 139282 o 1 34 46 01 10 3.4 
5 33' F .NEAR OSHl例A 33 19.1 0.3 139 22 02 3444 702 10 V 

15 37 U NEAR OSHIMA 37 50.1 0.6 139 26 02 34 47 01 。。 'V 
1549。F NEAR OSH I MA 48 56;3 0.4 139 09 01 34 '45 01 10 2.7 
15 50 F NEAR OSHIMA 50 08.6 0.1 139 17 00 34 41 00 00 2.5 
15 54 F NEAR OSHIMA 54 19.2 0，4 139 04 02 34 45 01 00 3.3 V 
11 559F NEAR OSH IMA 59 14.9 0.1 139 22.01 34 44 01 10 2.1 
6 01 FCENTRAL IZU PEN 01 05.8 0.1 139 02 00 34 .'46 00 00 3.0 

16 04 U NEAR OSH阿AA 04 05.1 0.3 l39 10 01 3443 01 10 v 
11609U F NEAR CSH I阿 09 08.1 0.1 139 19 01 34 43 01 、 10 v 
6 28 F NEAR OSHI例A 28 33.5 0.1 139 15 00 34 4斗 00 10 2.斗

16 32 U NEAR OSHIMA 32 37.3 0.1 139140o 1 34 47 01 00 2.8 
1650F CE ENTRAL I ZLJ PEN 50 05.3 0，1 138 54 0 

34492 5 6 00 
00 

17 24 U NEAR OSHIMA 2斗 00• 0 0 • 0'  139 18 01 34 42 01 10 v 
17 24 F NEAR OSHIMA 24 06.0 0.1 139142 o o 34 45 00 00 3.8 
l735F NEAA R OSH IMA 35 26.0 . 0.2 139 22 01 34 46 01 10 v 
17 38 F NEAR OSHIMA 38 48.6 0.6 139 l3 02， 3 343703 00 V 
17 39 U CENTRAL IZU PEN 39 24，2 0.1 138 54 01 4510o 1 10 2.9 
18 07 F NEAR OSHIMA 07 46，6 0.1 139 20 01 34 4斗 1 10 v 
18 17 U NEAR OSHIMA -17 29，7 0.4 139 12 o o 2 ノ崎3445 02 010 0 v 
1884 26U NEAR OSH I MA 26舟9，1 0.1 1390800 34 43 00 V 
18 44 F NEAR OSHIMA 44 32，5 0.2 139 03 01 34 45 01 00 3，2 
1858F NEAR R OSH IMA 58 05.9 0，1 139 06 00 3442 500 0o 04.o 
19 ，02 UNEAR OSHIMA 02 10.2 0，4 139 16 01 34斗 02 o v 
l I9o 2F  NEAR105HIMA ー〉 02 54.'7 0，1 139 06 00 34 43 01 00 3.7 
914F U NEAR OSH INA 14 09.5 0.1 139 24 00 34 48 00 00 v 
19 14 U NEAR OSHIMA 14 32.5 0，2 13904o o l， 34今401 00 v 
199 15F NEAR OSH I"A 15 01.5 0.1 139 17 00 34今200 00 2.6 V 
228F  NEE AROSs H !"A 28 05.5 0.3 139 1601 33444 +l o 1 00 3.6 
l959 1 F N AR o H I阿A 51 26，7 0，2 139 17 00 4 43'、01 002.9 
20O 1F  NEAR OSH I MA 194 l7.8D .4 139 24 02 3'4 4今 03 10 v 
20 23 U CENTRAL IZU PEN 2 239.70.2 139 03 '01 34 46'01 o 1o 0 v 
20 29 F NEAR OSHIMA 9 28.9， 0.1 139 24 01 3446l o l v 
2046 U CENTRAL IZU PEN 46 08.4 0.1 13389 55o 0 34 51 01 10 2，8 
21 12 F NEAR OSHIMA 12 23.3 0.6 139 17 01 34 42 02 00 2.7 
21 12 F NEAR OSHIMA l20 53.60.2 139 17 00 3443 01 00 3.0 
2 2140 U NEAR OSH IMA 40 43，6 0，5 13911 303 3452 1 02 10 v 
1 41 F NEAR QSHIMA 41 19，0 0.2 139 16 00 3444 01 00 3.3 

22 142U NEAR OSH IMA 42 46，2 0，2 139 12 01 34 44 01 00 2.5 
1 51 U ， CENTRAL IZUP~N 51 37.4 0，1 138 57 00 34 5000 10 2，5 

-.:.. 54-
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H 阿

K問

00 
10 
00 
20 
00 
10 

2.4 

LAT. 
+1・

34 41 00 
34 46 01 
34 48 01 
34 45 02 
34 49' 01 
34 45 01 

渥震・本震・余震の震源要素の表(続〉

LONG. 
+1・

139 14 00 
139 24 01 
139 04 02. 
139 16 02 
138 53 00 
139 23 02 

ORIGIN TIME 
M' 5 +1四 5

22 34，9 0.1 
38 15，9 0;1 

、10 13.4 0.5 
44 26.2 0.4 
47 33.1 0.1 
49 05.1 0.2 

Apendix 2. 
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Apendix 2. 前震・本震・余震の震源要素の表(続〉

(JST> C CLAS5 
DA~EiTIME C LOCATION OR M I G I N T IME LONG. LAT. H 問

D H 問 5 +1-5 +1ー +1-
K0M 0 FE;B'. 8 20 37 U CENTRAL 1 ZU PEN 37 14，9 0.1 139 01 01 34 4斗 01

12 11 11 U CENTRAL IZU PEN 11 53，3 0.2 138 51 00 34 51 01 00 2，9 

13 16 24 U CENJRAL IZU PEN 23 58.7 0.1 138 55 00 34 ~1 00 002.3 

14 03，46 F NEAR OSHIMA 46 02.2 0.1 139 13 00 34 46 00 00 2.3 

18 12 41 U CENTRAL IZU' PEN 41 39.9 0.1 138 ~3 00 34 51 00 00 

21 03 06 U CENTRAL IZU，PEN 06 04.0 0.1 139 00 01 34 4う 00 00 3.0 

22 14 52 F NEAR QSHIMA 52 ~5.5 0.1 139 19 00 34 44 00 00 4.0 

26 18 32 U CENTRAL_IZU PEN 32 00.5 _ 0.3 138 52 01 34 4H 01 10 2.4 

M.t¥，RCR 2白0545 U CENTRAL IZU PEN 44 ， ~5.6 0.1 ]38 58 00 34 48 00 10 

9 11 58 U NEAROSHIMA 58 45.20.5 139 17 02 34 4'， 02 10 

13 17 00 U CENTRAL IZU PEN 00 45.2 0.1 139 00 00 34 41 00， 00 3.2 

14 01 01 F NEAR OSHlMA 01 15.7 0.1 139 25 01 34 56 01 40 4.2 
01 38U NEAR OSHI刊A 38 22.7 0.3 139 29 01 34 49 01， 30 3.-0 

16 01 03 F NEAR OSHIMA 、0304.3 0.2 139 16 01 34 43 01 10 、

21 21 41 U NEAR OSHI~A 41 19.8 0.8 139 09 03 3斗 4/02 10 2.4 
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